







その他のタイトル On the Meaning Conditions in the Construction
Formation of Situation-"o" Phrase :










れる。本稿では、 ( 1c) のような状況の「をj 句文成立に関する意味的な制約を考察
する。
(1) a 太郎がllを割った。 (対絡の fをJ) 
b 太郎が公園を歩いた。 (移動絡の「をJ) 








のように移動動詞lと共起する「中をj 句を空間的状況の「をJ匂として、 (2b) の
ように非移動性述語と共起するものを時間的状況の「をj 句として分けることを仮定
する。考察の対象は、 (2b) のように移動述語と共起しない時間的状況の「を」句に
l 本稿では、佐伯 (2013) による移動動詞の規定に従う。佐伯 (2013) では r (a) 格助詞へ/
ニを伴う「行く、来る、帰る、戻るJなど (b) 路助詞ヲを伴い経路を表す「歩く j など (c) 格助
詞ヲを伴い経由点を表す「過ぎるJなど (d) 格助詞ヲを伴い起点を表す r~llltれる J など (e) 格助
















b 太郎は友人の制止の中を次郎に殴りかかった。 (杉本 1993)
一方、天野 (2008，2011)は、 「ガ ヲ VJ という枠が持つ構文的3な意味に基








2 杉本 (1993) では、 「状況補語は、何らかの移動を伴う動作を表す動詞としか共起しなしリとし
ている。この種の動詞としては、 「吹雪の中を山小屋を探したj における動詞 f探すJも、移動lfiJJ
詞ではないが、何らかの移動を含んでいる動作として認められる。








09) では、 (6) と(7) における状況の「をj 匂と l時間的な移動の「をj との類似
性を取り上げ、状況の「をj が移動格の fを」の一種であると述べている。
(6) a ある 1告でマイナス9度の仁|コをトイレ休憩のために15分間立っていたが、
b 値下げによる消耗戦や専門j苫の攻勢の仁ドを生き抜くには、…(杉本 2009)
(7) a 楽しい時を過ごした。




3. 時間的状況の fをj 句における[展開プロセス]







( 8) では「しげしげj などの副詞成分が共起している点と「テイル」形になって
いる点、 (9) では「平らげてJから「反り返ったj までの動作が連続していること





( 1 1 )こんな前の中を彼はテントで一人!I民っていたのだ。 (佐伯 2013)
1寺間的移動の「をJとの類似性(杉本 2009) 、H寺間的状況に関する指摘(佐伯 2
013) に基づいて考えると、Il寺問的状況の「を J 句は後続事象との IJ~f1J'] Iめな関係が問
題になっていると考えられる。このような時間的関係がし 1かなるものであるかを考察
するに先立って、宇都宮(1998) の指摘を検討したい。 (12) のぺアは f中j と
f仁1:1を」形式の意味的な違いを示している。
(12) a 月も出ていない1音閣の中次郎がやってきた。
b )ヲも出ていない時間の仁iコを次郎がやってきた。 (宇都宮 1998)
宇都宮(1998) の指摘によると、意味解釈として(12a) では、 「次郎がやってき




状況の「をj 匂に係わっていることに基づいて、 (8) (9)における(後続事象の)
の[展開プロセス]も時間的な状況の「をJ句とのi時間的な経路関係を持って解釈さ
れる可能性が考えられる。
また、森1 (2008) でも、状況の「をj 用法は、場所用法の「経路Jが抽象化し






i佐伯 (2013) では、 í~ (の)中をJという形式として挙げられている。
? ?
「をj 句文成立に関わっていることを検討していく。
3. 1 翻詞成分により、 [展開プロセス]が競み取られる場合
「読むJ r書く J r弾く J r戦う Jなどの動詞は、継続的な動きを表すものである。
行為が限界なく続くという点でi時間的な幅は感じられるが、 ( 13a) のように状況の





( 13a) において、 「月光の仁|コをj 句の状況と後続事象の「本を読んだj という
「スノレJ形との結びつきは、非文になっているが、 (13b， c) の例では、 「テイルj
形式や様態副詞表現との共起で文法性が高くなっている。(13b) のように「テイル」
形との共起は、文法性がある程度上がるとは忠われるが 文法的な文になるまでには

















(15) a 防衛軍は、豪雨の l宇を最後まで戦った。(天野 2011)
b ?防衛軍は、豪雨の中を戦った。





























(展開プロセス:たって 一→ 焼香する) (虚航船田 1992)
(23) 母は生命の危機を感じて、とっさのことで着がえる暇もないので、酷寒のし
ばれる中を素足にねまき姿のまま、二軒続きの社宅の憐りの家の戸を叩いて
身をひそめました。(J畏関プロセス:叩し 1て 一→ ひそめる)
(フラッシュノミック 2001)




















ば、 f生まれるj は状態変化動認であり、 「テイノレj 形により結果残存の解釈になる
のが一般的である。
(26) 太郎と花子との簡に子供が生まれている。






このように、時間的状況の「をj 匂と fテイルj 形の共起により、特に後続する事
象が線81に捉えられることは、状況句の(幅のある)事象との結びつきが容易になり、
[展開プロセス]が読み取られやすいきっかけを与える。これは、本動詞・補助動詞










(28) ガス会社の!隊員は、吹雪の中を点検作業した。 (天野 2011)
これは、後続する出来事において〔展開プロセス]がどのように読み取られるかに
関係している。例えば、 「ガス会社の職員が ・・ 点検作業するJと「太郎が






























































6 宇都宮(1998) では、 r (の)中j に前接する出来事句が移動空間・移動時間の両方の意味から
構成されていると指摘し、佐伯 (2013) でも、 r ~ (の)中J r ~ (の)中をj が空間的状況と
II~f t1li的状況が密接に関係していると述べられている。














また、次の (39) (40) の例において、 「嵐J r雑踏j はできごと名詞ではある








(41 )激しい戦乱の嵐の中を、王の世継ぎが生まれた。 ( (31) 再掲)
(42) その男は人々が家路を急ぐ新宿駅の雑踏の中を狂ったように叫，び声をあげた。
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